　「The Red Book of Riddles」訳本

　「謎々赤本」

　著者：不明

　手頃な大きさの本書は、あらゆる類の多様なる謎々と愚行を記載している。そして、知性と思慮に溢れる紳士は、入念なる研究によって、もはや連れ立ちの鋭敏なる機知によって当惑しないような自分を見つけることになるかも知れない。
　［謎々を出したり謎々に頭を悩ませたりすることは、西方貴族の上流社会に於ける伝統である。貴族たち、および、社交界の耳目を集めようとする者たちは、謎々本を収集・研究して、そうして、会話の中に於いて自身の冴えているところウィットに富んでいるところを見せるための機会を増やそうと欲するものである。］
　問題

それは尾と腹と頭を持つ。
それを私は「私が蛇と呼ぶ物」と呼ぶ。

　それは体を持たず、それは死んでいる。

　解答
　それはドレイク〔※１〕に違いない。
　問題
　詩人は人間とMer〔Elf〕の心を知っている。

　しかし、そう、野獣は私の心を知っていない。
　本書は１頭の熊によって著されたものである。
　解答
　それは詩集でない。

　問題

　私は君に１個の箱に異ならざる１個の拳骨を与えた。
　その周囲の一面に広がる数本の金槌と数本の釘にて、
それがノックすると、２枚の目蓋が開くことになる。

　解答

　それは素晴しい当たりであったに違いない。
　訳注

　※１　竜に似た魔物。

